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講評 

合格ラインは 75～80％ 

１）血管の形成と胎児の血液循環 

胎児の血液循環は高校生物では取り扱わないことが多いが，成人の血液循環をきちんと理解しており，胎児は

肺呼吸を行わず胎盤でガス交換を行うことが分かれば解答できるようになっている。 

２）個体群の相変異と遺伝子発現 

高校生物ではバッタの相変異は個体群の分野で学習するため遺伝子発現の分野とは異なる分野で勉強する。本

問ではその両者を融合した考察問題であり，今後このような分野を超えた出題は増えると考えられる。特にい

ろいろな生命現象を遺伝子で説明する出題は増えるであろう。 

３）分子系統樹とセンチュウの発生 

動物の系統樹は，書けるようにしておくべきである。また，問２では，ゲノム中に配列 T が存在する＋の数を

生物ごとに整理すると短時間で正解にたどり着ける。 

 


